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平成２６年第３回国立大学法人旭川医科大学役員会議事要旨 

 

 
１．日 時 ： 平成２６年３月２６日（水）午前９時１５分～ 

２．場 所 ： 第二会議室 
３．出席者 ： 吉田 晃敏学長，松野 丈夫理事，飯塚 一理事， 

竹中 英泰理事 

４．陪席者 ： 宮森 雅司監事，髙野 一夫監事，久保事務局長，太田学長政策推進室長， 
社本監査室長，石川総務部長，小出教務部長，千葉病院事務部長 
大石総務課長，堤企画評価課長，伊藤会計課長，藤井施設課長 
 

 
議事に先立ち，平成２６年第２回役員会（平成２６年２月１２日開催）の議事要旨が

諮られ，これが了承された。 
 

議題 

１．助教から医員への異動について 

本件について，学長から発議及び資料１に基づき，次のとおり説明があった。 
①助教から医員への異動は原則行わないこととし，やむを得ず行おうとする場合

には，当該講座等の長から書面による異動の必要性の申し出により，大学運営

会議の議を経て事前に役員会の承認を得なければならないことが，平成１９年

２月１４日開催の役員会において決定されていること。 
   ②この度，呼吸器センター所属の奥村俊介助教が，一身上の都合により平成２６

年４月１日付けで同所属の週４日勤務の医員として勤務することを希望してい

るため，やむを得ず医員への異動を行いたいと考えていること。 
   ③本件については，３月１８日開催の大学運営会議の議を経ていること。 

審議の結果，奥村俊介助教について，平成２６年４月１日付けで医員として採用

することが了承された。 
  
 ２．平成２６年度年度計画（案）について 

 本件について，学長から発議があり，堤企画評価課長から，資料２に基づき，平

成２６年度年度計画（案）について説明があり，審議の結果，原案のとおり了承さ

れた。 
なお，平成２６年度年度計画は，本年３月末までに文部科学大臣へ届け出るとと

もに，本学のホームページで公表する旨学長から付言があった。 
 

３．平成２５事業年度収支見込み及び平成２６事業年度当初予算（案）について 

本件について，学長から発議及び伊藤会計課長から資料３－１～２に基づき説明

があり，審議の結果，原案のとおり了承された。 
 

 ４．平成２６年度資金運用について 

本件について，学長から発議及び伊藤会計課長から資料４に基づき説明があり，

審議の結果，「北海道地区国立大学法人の資金の共同運用（通称「Ｊファンド」）」に
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ついて，学術振興後援資金を財源に，２千万円を１年間運用することが了承された。 

 
５．寄附講座の期間の延長について 

本件について，学長から発議及び資料５に基づき説明があり，審議の結果，資料

のとおり「眼組織再生医学講座」「人工関節講座」の設置期間を，平成２６年４月１

日から平成２７年３月３１日までの１年間，「循環呼吸医療再生フロンティア講座」

の設置期間を，平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年間延長す

ることが了承された。 
 
６．北海道社会事業協会富良野病院及び富良野市との連携と協力に関する協定の 

締結について 
本件について，学長から発議があり，次いで，大石総務課長から資料 6 に基づき

説明の後，審議の結果，資料のとおり協定を締結することが了承された。 
なお，本協定を締結するにあたり３月２８日（金）午前 10 時から本学第一会議室

において協定調印式を執り行うので、出席願いたい旨学長から付言があった。 
 
 7．旭川市との包括連携協定の締結について 

本件について，学長から発議があり，次いで，加藤総務課長補佐から資料 7 に基 
づき説明の後，審議の結果，資料のとおり協定を締結することが了承された。 
なお，今後，本学，旭川大学，旭川工業高等専門学校，東海大学北海道キャンパ

スの各代表者を一堂に会しての調印式が行われる予定であること。協定書（素案）

の内容に軽微な変更が生じた場合は学長に一任願いたい旨学長から付言があった 
 
報告事項 

１．学長報告 

  （１）早期退職希望者の募集結果について 

大石総務課長より，平成２６年２月１２日開催の役員会において了承された

早期退職希望者の募集について，対象者を一般職（一）基本給表の適用者で，「勤

続２０年以上」かつ「５３歳から５９歳まで」を対象に，平成２６年２月１４

日から平成２６年２月２８日までの期間において行った結果､１名の応募があ

り応募要件を満たしていることの説明があった。 

 

  （２）給与の臨時特例減額支給措置について 

国家公務員の給与の臨時特例法に基づく給与減額支給措置については，平成

２４年４月から平成２６年３月までの２年間の予定で行われており，本学にお

いてもこれに準拠して，職員の給与を平成２４年４月から，平均 7.8％の削減を    

実施してきたこと。 

現在，国会で審議中の平成２６年度の予算では，この影響額が全額確保され

おり，平成２６年４月から，給与減額支給措置は適用しないこと。 
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  （３）事務局組織の見直しについて 

      久保事務局長から効率化・合理化の観点から，国立大学改革プランやミッショ 

ンの再定義を踏まえ，大学の機能強化を図るため，平成２６年４月１日から資

料 8 のとおり事務組織を見直すことの説明があった 

 

（４）保健系分野（看護学科）のミッションの再定義個表案について 

     文部科学省から，本学との意見交換を踏まえて作成したミッションの「個表案」  

      について，内容を確認し修正等の意見があれば連絡いただきたい旨の連絡があ

ったこと。 

      次いで，久保事務局長から資料９に基づき説明があり，また，学長から，文

部科学省では，「ミッションの再定義の概要」を年度内に公表する予定である旨

付言があった。 

   

 

 

次回の開催予定 

学長から，次回役員会は，平成２６年４月１６日（水）午前９時００分から開催

すること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


